
 第１回下川町環境保全審議会 審議概要 

 

 

日   時 令和５年２月１３日（月）１４時００分～１５時４０分 

場   所 役場４階中会議室 

出 席 者 谷町長 

筒渕正彬会長、川島里美副会長、瀬川聖子委員、渡邊大介委員、 

小原義広委員、武田 大委員、長尾 綾委員 ７名中７名 

欠 席 者 なし  

               

１ 開会 

２ 委嘱状交付 

３ 町長 挨拶 

進行：谷町長 

４ 正副会長互選 

会長 筒渕正彬委員  副会長 川島里美委員 

５ 会長 挨拶 

谷町長 退室 

 

進行：筒渕会長 

６ 議案 

（１）令和４年度環境保全の状況と施策に関する報告書（案）について 

 事務局：説明 

委 員：「はじめに」の８行目「気候変動」を「気候変動対策」と訂正して

は。また、１１行目「資源循環等」を「資源循環の保全等」と訂正

しては。 

事務局：そのように訂正する。 

委 員：「１地球温暖化関係」の３７行目の町内の給食の関係で、中学校の 

取り組みとして、残食をコンポスト処理していると聞いた。この取

組みをどこかの文章に入れてはどうか。 

 事務局：中学校に確認し、「（２）廃棄物対策の推進」の文章に追記する。 

委 員：「１地球温暖化関係」２４行目の「令和４年（２０２２）年度に」



と、２５行目「推進する計画として、」を削除しては。 

事務局：そのように訂正する。 

委 員：ばくりっこが町民会館へ移転したこともあり「（２）廃棄物対策の 

推進」２０行目の「も活用されており、ごみ減量化につながってい

ます。」を「が町民会館に移転し、ごみの減量化のさらなる推進が期

待されています。」と訂正しては。 

事務局：そのように訂正する。 

事務局：名寄市、下川町、美深町、音威子府村で構成する名寄地区衛生事務

組合の一般廃棄物処理広域化計画の基本理念として、３Ｒでなく４

Ｒとしているため、「（２）廃棄物対策の推進」５行目の、「３Ｒ

（リデュース：発生抑制、リユース：再使用、リサイクル：再利

用）」を「４Ｒ（リデュース：発生抑制、リユース：再使用、リサ

イクル：再利用、リフューズ：発生回避）」に訂正したい。 

 委 員：そのように訂正して下さい。 

委 員：「（２）廃棄物対策の推進」２４行目の「令和９年度の供用を目指し

て、」削除し、２５行目の「令和９年度から」を「令和９年度の供用

開始を目指し、」と訂正しては。 

事務局：そのように訂正する。 

委 員：「３水質汚濁関係」で１７行目の「いますが、」を「おり、家庭から

の排水による環境負荷低減に向け、消費者協会による講演会が開催

されるなど、町民意識の高まりが見られました。」と訂正しては。 

事務局：そのように訂正する。 

委 員：「（１悪臭関係）の３行目の「発生や、」を「発生が指摘され、」に訂

正し、４行目の「指摘され「香害」と言われています。」を「指摘

される「香害」も認識されるようになりました。」と訂正しては。 

事務局：そのように訂正する 

委 員：「（３）土壌汚染関係」の８行目の「科学的に分解する作業により」

を削除しては。 

事務局：そのように訂正する。 

委 員：町内の不法投棄が多く、ポイ捨てが減らないと感じている。現在は

衛生協会でダミーカメラの設置は行っているが、今後防犯カメラの

設置も検討してほしい。 

委 員：どのようなごみが多いか。 

委 員：オムツなど家庭ごみが多い。 

委 員：橋から捨てられているごみもよく見る。継続して広報や新聞記事な

ど周知が必要と感じる。また、公区で行っているゴミ拾いなどに多



くの人に参加してほしい。 

委 員：町内の児童生徒がごみ拾いをしている姿をよく見る。「（４）環境保

全活動」にそうような活動をしていることを追記しては。 

事務局：そのように追記する。 

委 員：野焼きしている人がいる。広報等で周知しては。 

事務局：年に１回程度、野焼きの注意喚起を行っている。今後も広報誌や公

区長会議等で周知していく。 

       

（２）次期中間処理施設について 

 事務局：説明 

委 員：次期中間処理施設の事業費が高額であることから、ごみ袋の値段が

上がるなど、町民への負担はあるのか。 

 事務局：今のところ町民負担が増えることはないと考えている。 

 委 員：今後ごみの分別はどうようになるのか。 

事務局：基本的にはリサイクルできるものはリサイクルし、それ以外を焼却

するか埋立るという考え方となる。例えば、現在は汚れたプラスチ

ックは埋立ごみとなっているが、今後は焼却してから埋立るため、

最終処分場の延命につなげていくというのが今回の計画の趣旨とな

る。 

委 員：国が推奨しているプラスチック資源の一括回収を仙台市などで先進

的に行っているが、下川町としてはどのように考えているか。 

事務局：今後、分別方法について４市町村で決めていくが、可能な限りリサ

イクルしていくのが基本的な考えとなる。 

委 員：先日、名寄新聞で炭化ゴミに鉄アレーが混入し、機械が故障し高額

な修理費が出たという記事を見た。今後このようなことがないよう

広報等で念入りに周知してほしい。 

 事務局：広報等で周知する。 

   

（３）飼い主のいない猫の不妊去勢手術推進事業について 

事務局：説明 

 委 員：これは雄雌両方の猫が補助対象か。 

 事務局：両方対象です。今後、野良猫がいなくなるよう進めていきたい。 

委 員：今後も本事業は行っていく予定か。 

 事務局：今後も行っていく予定です。 

 

 



（４）その他 

   特になし 

  

会 長：閉会の挨拶 

 

１５：４０終了 

 


